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シスメックス上海の近くの
繁華街

乳がん治療の最前線で
貢献するシスメックスの新技術

特 集 



※本資料のうち、業績予想等に記載されている各数値は、現在入手可能な情報による判断および仮定に基づき算出しており、
判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化により、実際の業績等が予想数値と異なる可能性があります。

為替の影響を受けつつも、
好調な海外業績と利益率の改善により、
営業利益、経常利益ともに過去最高を達成しました。

ご あ いさ つ

現地通貨ベースでは海外全地域で増収増益を達成

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し
上げます。
当社は企業理念「Sysmex Way」のもと、多様なステークホル

ダーの皆様との絆を大切にし、社会からのより厚い信頼とさらなる
飛躍を目指し、健康で豊かな社会づくりに貢献したいと考えています。
さて、当社グループの2010年3月期 第2四半期の業績は、
2009年5月発表の予想を上方修正し、利益面では約30％上回る
結果となりました。売上高は前年同期と比べ、大幅な円高などの影響
を受け減収となりましたが、営業利益は前年同期比3.0％増、経常利
益は同3.4％増と年初予想を大きく上回り、過去最高を達成しまし
た。これは、売上構成比の変化と販売管理費の抑制もあり、利益率
が改善したためです。
海外は引き続き好調で、各国現地通貨ベースでは全所在地において

増収増益を達成しました。なかでも中国は高成長を維持しており、売上
高は現地通貨ベースで前年同期比33％増、営業利益は同186％増と
大幅に伸長しました。また北米においても、ヘマトロジー分野を中心と
した売上の伸長により営業利益が大幅に増加しました。
国内では厳しい市場環境のなか、機器の売上が減少した一方で、
新型インフルエンザの流行により簡易検査キットの売上が大幅に増
加しました。この結果、国内売上高は前年同期比3.2％増となりまし
たが、グループ関係会社への輸出が円高の影響などを受け、日本所
在地としては減収減益となりました。
2010年3月期通期の連結業績見通しにつきましては、売上高が前

回予想比0.9％増の1,170億円、営業利益が同15.4％増の150億円、
当期純利益が同13.6％増の92億円と前回予想を上方修正しました。
中間配当につきましては、1株につき25円とし、年間では50円を
予定しています。今後も継続的な安定配当を目指します。
株主の皆様には、今後ともより一層のご支援を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。

代表取締役社長

いえつぐ  ひさし
【出身地】大阪 【略 歴】大学を卒業後、銀行に13年間勤務。
その後、東亞医用電子株式会社（現シスメックス株式会社）に入社。
1996年、代表取締役社長に就任。 【趣 味】読書、ゴルフ、スポーツ観戦 
【信 条】「意あらば通ず」

売上高 557.4億円

営業利益 71.3億円

当期純利益 43.1億円

前年同期比
1.3%減

前年同期比
3.0%増

前年同期比
22.4%増

2010年3月期通期業績予想

※第3四半期以降の業績予想の算定にあたりましては、前回発表の想定為替レート「対米ドル95円、対ユーロ125
円」を、それぞれ「対米ドル90円、対ユーロ130円」に修正しております。

2009年11月発表 1,170
（前回予想比 0.9%増）

1,160 130 81

150
（前回予想比 15.4%増）

92
（前回予想比 13.6%増）

2009年5月発表

売上高 営業利益 当期純利益
（単位：億円）
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●円高の影響などにより、グループ関係会社への輸出
（内部売上）が減少しました。

●営業利益は円高の影響などを受け減益となりました
が、販管費の抑制などにより計画を上回りました。

新型インフルエンザの流行などにより
売上*は伸長するも、為替の影響を受け減益

●米国ではヘマトロジー分野*の機器売上が増加する
とともに、試薬・サービス売上も大幅に増加しました。

●メキシコをはじめとする中南米では、インフルエンザ
などの影響により機器売上が減少しました。

●フランス、ベネルクス*における直販化や、中東現地
法人による代理店サポート強化により、ヘマトロジー
分野の上位機種の売上が増加しました。

●イギリスではヘマトロジー分野を中心に、現地通貨
ベースでは増収を達成しました。

●直接提案および代理店によるリース販売の推進により、
ヘマトロジー分野の上位機種の売上が増加しました。

●ノンヘマトロジー（血液凝固、尿、生化学）分野でも
二桁の伸びを達成しました。

●東南アジアではソリューション提案により、ヘマトロ
ジー分野の上位機種の売上が増加しました。

●医師や検査技師への学術支援などがモンゴル国の医
療に多大な貢献をしたとして、モンゴル国厚生省より
表彰されました。

多項目自動血球分析装置  XE-5000

全自動血液凝固測定装置 CA-500シリーズ

事業のご報告 所在地別セグメント

*売上：外部売上　　 *ベネルクス：オランダ、ベルギー、ルクセンブルクを指します。

日　本

米　州 北米での売上伸長により
営業利益が大幅に増加

中　国 売上の大幅な拡大に伴い
収益性が向上し、営業利益も大幅に増加

アジア・パシフィック ヘマトロジー分野を中心に
現地通貨ベースで増収増益を達成

欧　州 直接販売の推進と売上構成の変化により
現地通貨ベースでは増収増益

インフルエンザ迅速診断キットの
増産現場（神戸市）

シスメックス UK

モンゴル国厚生省より授与されたメダル
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※韓国・台湾・モンゴルなどを除きます。

前期第2四半期累計為替レート：1USドル＝106.1円、１ユーロ＝162.7円 
当期第2四半期累計為替レート：1USドル＝ 95.5円、１ユーロ＝133.2円 

〈為替レート〉

内部売上：海外関係会社への売上
外部売上：日本のほかに、韓国・台湾・

モンゴルなどの売上を含む

前年同期比  売上高 104.7%　営業利益 234.7%現地通貨ベース

前年同期比  売上高 112.9%　営業利益 111.4%現地通貨ベース

前年同期比  売上高 133.4%　営業利益 286.8%現地通貨ベース

前年同期比  売上高 112.3%　営業利益 190.3%現地通貨ベース

*ヘマトロジー分野：血液中の赤血球や白血球などの数や種類、大きさを測定することにより、精密な検査が必要かどうかを判断するための検体検査分野。
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手術後のリンパ節の
詳しい検査でがん転移が
発見された場合、
再手術などが必要。

のリンパ節の
査でがん転移が
された場合

従  来
（病理組織顕微鏡検査）

手術中に病理の先生が、
顕微鏡でがん細胞の有無を確認胞の有無を確認

リンパ節をスライスし
断面を観察

乳がん治療の最前線で貢献する
シスメックスの新技術
中期経営計画の重点課題のひとつとして、シスメックスはヘマトロジー、ノンヘ
マトロジー分野に加え、将来の成長が期待されるライフサイエンスにも注力して
います。なかでも、最も事業化が進んでいるのが「乳がん治療」の分野です。
患者さんのQOL*向上にも貢献する、シスメックスの新技術をご紹介します。

*QOL：Quality of life（クオリティ・オブ・ライフ）とは「生活の質」という意味で、「人が人としての尊厳を保ち、より良く健康に生きること」を指しています。 *リンパ節：細菌やウィルスをはじめ、体に悪影響を及ぼす異物から体を守るための免疫器官のひとつ。

病理医として、センチネルリンパ節に存在するがん細胞量の
迅速かつ正確な評価を可能にする検査方法の出現を強く待ち
望んでいました。シスメックスの製品（OSNA）により、その夢
が現実のものとなり喜びに堪えません。OSNAは、乳がん診療
の標準化に寄与する画期的な検査方法で、より適切な乳がん
治療への道を開くものであり、乳がん患者さんの幸福につな
がるものと信じております。

「OSNA」による、より適切な診断の実現を喜んでいます。

ます。

日本では保険適用され、
海外でも導入が進んでいます 
日本では昨年、国内で初めてOSNAによる乳
がんリンパ節転移検査システムが、厚生労働省
より保険適用されました。現在、全国の病院へ
の導入を推進しており、お客様から高い評価を
いただいています。
海外でも、ドイツ、フランス、イギリス、スペ

イン、イタリアにおいて導入が進んでおり、米国
への拡大も推進中です。 

一度の手術で的確な措置を
完了させることができ、
患者さんのQOL向上と、
医療コストの削減に貢献。

リンパ節*転移の有無を
的確に把握することが重要
乳がんの治療では、リンパ節転移の有無
を調べる「検査」が手術範囲を決定するう
えで重要になります。

これまでは、乳がんが最も転移しやすい脇の
下のリンパ節は、乳房とともに全て切除するの
が標準的な手術方法でした。しかし、切除によ
る患者さんの負担は重く、手術後の日常生活に
大きく影響します。そのため、患者さんの負担を
少しでも軽くできるよう、切除範囲を最小限にと
どめることが望まれています。

そこで現在では、手術中に病巣のがん細
胞が最初にたどり着くリンパ節（センチネ
ルリンパ節）を検査し、転移がなければ脇
の下のリンパ節を切除しない手術方法が
広まっています。

転移あり 転移なし

脇の下のリンパ節を
追加切除

他のリンパ節は
切除しない

検　査

OSNA
（直接遺伝子増幅法）

手術中に専用の装置と試薬で、
がん細胞の遺伝子を増幅して測定 子を増幅して測測定 

大阪警察病院  病理科
辻本  正彦 先生

大阪警察病院 病理科
辻本先生とスタッフのみなさん

お客様の声

手術中にセンチネル
リンパ節を摘出

シスメックスの新技術「OSNA」が
がん転移の有無を高精度に判定
手術後の患者さんの生活を大きく左右する、がん転移

の有無の正確な診断はきわめて重要です。

そこでシスメックスは、独自に開発した直接遺伝
子増幅法（OSNA）により、がん転移の有無をより
高精度に判定できるシステムを提供しています。

オ　ス　ナ

新 技 術

ンチネルネル

F ysmex Son ocus

セン
パ節
ンンチン
節
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を
チネルチネルチネルル
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パ節をス
を観察

リンパ
断面を
リ
断

顕微鏡

パ節リンパリリリリ

従  来
（病理組織顕微鏡検査）

がん細胞

リンパ節の大部分を試薬で
溶かして装置（RD-100i）へ

遺伝子増幅検出装置 RD-100iと試薬

センチネルリンパ節
がん細胞が最初にたどり着くリンパ節
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株主様アンケートご協力のお願い

いつもシスメックスの株主通信『Be Fine!』をご愛読いただき、誠にありがとうございます。今年度より、四半期ごとの
業績情報の充実に加え、前回の株主様アンケートでいただきましたご意見を参考に、改善を図ってまいりました。

さらに充実した誌面づくりと、株主の皆様とのより深いコミュニケーションを図っていくために、株主の皆様にアンケート
のご協力をお願いいたします。同封のアンケートはがきにご記入の上、ご返送ください。お寄せいただいた貴重なご意見を、
今後のIR活動に反映させるとともに、企業価値向上に努めてまいります。ご協力のほど、何卒よろしくお願いいたします。

TOPiCS
トピックス

2009.4ー2009.10

健康管理支援サービス
「タッチで続ける健康日誌」

テクノパーク内のミーティングスペース

昨年の創立40周年・コーポレートロゴ一新を機に
実施した3回シリーズの企業広告

 5 月 ● グループ中期経営計画を策定

 8 月 ● シスメックスとセガミメディクスによる
新たな健康支援サービスの協働がスタート

 5 月 ●グループ中期経営計画を策定

8 月 シスメ クスとセガミメデ クス

経 営

 4 月 ● 企業内託児所「シスメックス キッズパーク」開設

 6 月 ● 神戸大学医学部 寄附講座延長を決定
 9 月 ● 研究開発拠点「テクノパーク」が

日経ニューオフィス推進賞を受賞

10 月 ● 乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の
大切さを伝えるピンクリボン運動に協力

   ● 第58回日経広告賞（2009年）にて、
「IR広告賞 優秀賞」を受賞

4 月 ●企業内託児所「シスメックス キ

6 月 神戸大学医学部 寄附講座延長

その他

 5 月 ● 免疫検査分野の試薬ラインナップを拡充 

新たな健康支援サービスの協働

5 5 月月 ●●免疫検査分野の試薬ラインナッ免疫検査分野の試薬ラインナッ

技術・製品
近畿ニューオフィス
推進賞および
近畿経済産業局長賞も
同時受賞

ドラッグストア店舗
でのカウンセリング
を活かした新たな
サービスを開始

さらに充実した誌面づくりと、株主の
のご協力をお願いいたします 同封のア

基本的な事業内容を
わかりやすく教えてほしい。

シスメックスの事業内容を、Q児
さん、A子さんの会話でわかりやす
くお伝えする“シスメックスQ&A”
コーナーを新設しました。

いコミュニケーションを図ってい
アンケートはがきにご記入の上 ご返送ください お
の皆様とのより深い
アンケートはがきに

海外売上高比率が高くなっているので、
現地の活動状況をもっと伝えてください。

海外現地法人責任者が海外の活動状況を
お伝えする“海外現地レポート”を新設し、現地
の旬の話題をお届けしています。

主の皆様にアンケート
お寄せいただいた貴重なご意見を、
くために、株
お寄せいただ

で、
。

を
地

見やすい誌面にして

ほしい。

冊子のサイズをA4に大

きくし、文字を大きく、

より読みやすくしました。

四半期ごとの
した。

い誌面にして
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IR・広報部からのお知らせ

世界中で事業を
展開しているんですね

強固なネットワークは
当社の強みです!

試薬生産
機器生産

輸出しています。一方、試薬は、お客様に安定供給する
ため、また、物流コストを低減するため、現地で生産して
お届けしています。

Q児さん　ということは、試薬の売上部分は為替のリ
スクが軽減されるわけですね。

A子さん　その通りです！ しかも試薬とサービス＆
サポートの売上比率が高いため、為替のリスクがより軽
減されています。さらに、USドルだけではなく、ユーロ
などさまざまな通貨で取引をしており、為替のリスクを
分散させています。ニュースや新聞で円高の話題が取り
上げられたら、どの通貨に対して円高なのかに注目してみ
てください。

Q児さん　なるほど。そういえば、決算説明会のプレ
ゼンテーションにも為替についての記載がありましたね。

A子さん　よく読まれていますね！ 他にも「Financial 
Data（データ集）」など、ホームページのIRサイトには
さまざまな決算情報が掲載されています。ぜひチェックし
てみてくださいね。

　　　　

強固なグローバルネットワークにより、
世界中のお客様に安心をお届けしています。

Q児さん　前回、シスメックスのビジネスモデルが安
定的な成長を支えているという話を聞きましたが、他に
独自の強みなどはありますか？

A子さん　グローバル展開が挙げられます。シスメックス
は世界150カ国以上に製品とサービス＆サポートをお届け
しているんです。

Q児さん　150カ国も！？ 国内のヘルスケア関連企業
で、そこまでグローバルに展開している企業はあまり聞
きませんね。

A子さん　シスメックスは創業当初から、グローバル
展開を視野に入れてビジネスを推進してきました。現在
では、海外現地法人が41カ所あり、幅広い強固な販売・
サービスネットワークを構築しています。

Q児さん　世界で販売している機器と試薬は、日本から
の輸出ですか？ 物流コストや為替の影響が心配ですが…。

A子さん　機器はメイドインジャパンの高品質な製品
をお客様にお届けするため、兵庫県の加古川工場で生産し、

難しいと思われがちなシスメックスの事業内容について、
皆様の疑問や質問に、わかりやすくお答えします。

シスメックスのグローバル展開 
    シスメックスは、世界150カ国以上に製品と
　サービス＆サポートをお届けしています。　　
    グローバルな販売・サービス体制や試薬の生産
　体制を構築することで、安定供給とリスクの軽減
　にも努めています。

AQ
シスメックス

&

Q児
いろいろ
知りたい投資家

さ
ん

キュウジ

A子
シスメックスの
ことならおまかせ！

さ
ん

エ イ コ

機器は日本で、
試薬は現地で
生産しています

シスメックスIRシスメックスのIRサイト
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貸借対照表 （単位：百万円）

当第2四半期末
2009年9月30日現在

前期末
2009年3月31日現在

増減額

67,622
50,899

118,521
33,444

5,226
38,670

8,685
13,623
59,120
△196

81,233
△44
-

△2,006
△2,050

577
89

79,850
118,521

△144

△3,069

3,028

△224
115

6
2,925
△144

68,559
49,817

118,377
31,049

4,552
35,601

8,705
13,645
62,108
△197

84,261
92
21

△2,388
△2,274

692
95

82,775
118,377

流動資産
固定資産
資産合計
流動負債
固定負債
負債合計
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定
評価・換算差額等合計
新株予約権
少数株主持分
純資産合計
負債・純資産合計

損益計算書 （単位：百万円）

当第2四半期累計
2009年4月 1日から
2009年9月30日まで

前第2四半期累計
2008年4月 1日から
2008年9月30日まで

前年同期
増減率（％）

56,497
20,617
35,879
28,952
6,927

425
558

6,794
34

1,213
5,615
3,234

△1,137
△7

3,526

55,743
20,145
35,598
28,459
7,138

495
607

7,026
51
25

7,051
3,272
△544

6
4,317

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前四半期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
少数株主利益又は少数株主損失
四半期純利益

△1.3

3.0

3.4

25.6

22.4

資産・負債・純資産
資産合計は、前期末と比べて1.4億円
減少し、1,183億円となりました。一方、
負債合計は前期末比30.6億円減の
356.0億円、純資産合計は29.2億円増
の827.7億円となりました。

ポイント

海外  68.3%
380.8億円

合計
557.4億円

国内  31.7%
176.5億円

̶ 地域別売上高（当第2四半期累計連結）̶  

売上高
売上高は557.4億円（前年同期比1.3％
減）、うち海外売上高は380.8億円
（同3.3％減）となり、海外の構成比は
68.3％（同1.4ポイント減）となりました。

ポイント

営業利益・経常利益・四半期純利益
営業利益は71.3億円（前年同期比3.0％
増）、経常利益は70.2億円（同3.4％増）、
四半期純利益は43.1億円（同22.4％
増）となりました。

ポイント

第2四半期累計
通期売上高

2006 2007 2008 2009

（億円）

474.9
529.6 564.9 557.4

0

400

200

600

800

1,000

1,200

1,010
1,107 1,118

1,170※
（予想）

（年度）

営業利益

2006 2007 2008 2009

（億円）

61.3 64.5 69.2

0

100

50

150

200

127.1
150.3 151.3

150※
（予想）

71.3

（年度）

当期純利益

2006 2007 2008 2009

（億円）

41.5
47.5

35.2

0

90

60

30

120

90.0 91.3
80.1

43.1

92※
（予想）

（年度）

有形
固定資産

※ 2009年11月に上方修正しました。

財務諸表の概要  連 結
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+2.1億円

営業利益2008年度
第2四半期累計

2009年度
第2四半期累計

（単位：億円）●売上高・営業利益の増減要因
※各地域の売上高は為替の影響を除く

2008年度
第2四半期累計

2009年度
第2四半期累計

△7.5億円

日本 米州
欧州

中国
AP

為替の影響

売上高

（単位：億円）

2007年度
第2四半期累計

2008年度
第2四半期累計

2009年度
第2四半期累計

●キャッシュ・フローの推移

営業活動CF

財務活動CF

現金及び
現金同等物の
増減額

△110

0

110

37.7

△36.4
△9.0 △3.1

42.3 41.0

△51.2

△76.1

△25.0

81.8

106.4

56.7

8,182

△7,615

3,773

△105

4,234

9,679

13,913

キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

当第2四半期累計
2009年4月 1日から
2009年9月30日まで

前第2四半期累計
2008年4月 1日から
2008年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

10,640

△2,504

△3,648

△378

4,108

9,410

13,519

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益が70.5億
円、減価償却費が33.0億円となったこと
などにより、営業活動の結果得られた資
金は106.4億円となりました。

ポイント

投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出が17.4
億円となったことなどにより、投資活動
の結果使用した資金は25.0億円となり
ました。

ポイント

投資活動CF

5.5 6.7

4.2

5.8

△1.4億円

負債・純資産の部2008年度
期末

2009年度
第2四半期末

（単位：億円）
●貸借対照表の増減要因

2008年度
期末

2009年度
第2四半期末

△1.4億円

資産の部

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純減少額が15.1億円と
なったことなどにより、財務活動の結果
使用した資金は36.4億円となりました。

ポイント

27.6
14.8

△66.5

564.9 557.4

増収による
粗利の増加

原価率改善による
粗利の増加

販管費の増加
●テクノパーク関連償却費　2.3億円
●ベネルクス直販化　　　　7.2億円

69.2 71.3

為替の影響
△24.637.4

△16.4

固定資産
△10.8

流動資産
+9.3

7.4 △4.2 8.0
その他

無形
固定資産

その他

1,185.2

△23.9 △6.7 29.8 △0.6

1,183.7

純資産
+29.2

負債
△30.6

固定負債

その他利益剰余金流動負債

1,185.2

現金及び
預金

40.7 △38.7
有形
固定資産
有形
固定資産
有形
固定資産

1,183.7

受取手形・
売掛金

△14.6
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株式の状況 （2009年9月30日現在）

会社概要 （2009年9月30日現在）

役員のご紹介 （2009年9月30日現在）

●株価・出来高の推移    （2009年10月31日現在）

●商　　　号 シスメックス株式会社
  SYSMEX CORPORATION
  （1998年10月1日東亞医用電子株式会社から
    商号変更）
●設立年月日 1968年2月20日
●資　本　金 87億594万円

●格　付　け A　（R&I:格付投資情報センター）
●従 業 員 数 3,795名（連結） 1,517名（単独）
●主な事業の 臨床検査機器、検査用試薬、粒子分析機器
  内容 ならびに関連ソフトウェアなどの
  開発・製造・販売・輸出入

代 表 取 締 役 社 長

取締役 専務執行役員

取締役 常務執行役員

取締役 常務執行役員

取締役 常務執行役員

取締役 常務執行役員

取締役 執 行 役 員

取締役 執 行 役 員

 いえ つぐ  ひさし

 家 次  恒
 ゆき もと けん いち

 雪 本 賢 一
はやし  まさ よし

 林  正 好
 おお ひがし しげ のり

 大 東 重 則
  なか じま ゆき お

 中 島 幸 男
    た　 むら こう じ

 田 村 幸 嗣
    お　  べ　 かず や

  尾 辺 和 也
　わた   なべ  みつる

  渡 辺  充

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

　にし　  の たく じ

 西  野 卓 嗣
     う　   はら かつ お

 鵜  原 克 夫
   きた   がわ まさ み

 北  川 正 己
  いし   だ みち あき

 石  田 道 明
   はま   ぐち ゆき お

 浜  口 行 雄
　ごう だ  たかし

 合 田  隆
  あさ の  かおる

 浅 野  薫

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

 こ ばやし はる よし

 小 林 晴 美
 みや うち とし ゆき

 宮 内 利 幸
 ふじ おか  ひろむ

 藤 岡  弘
 いな ます  いさむ

 稲 益  勇

●会社の発行可能株式総数 149,672,000株 ●株主数の推移
●発行済株式総数 51,268,308株

2006.3 2007.3 2009.92008.3

（人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

8,355 8,728
9,735

10,701

2009.3

9,702

当社は、安定的な高成長を持
続させるための積極的な投資
と、収益性の向上に伴う株主の
皆様に対する利益還元との適
正なバランスを確保することを
目指しております。株主還元に
ついては、継続的な安定配当に
留意するとともに、業績に裏付
けられた成果の配分を行うと
いう基本方針のもと、連結での
配当性向20%を目処に配当を
行ってまいります。

●配当性向（連結）/1株当たり配当金 ●配当政策

（注）：配当金48円 … 創立40周年記念配当8円を含む。

2006.3 2007.3 2009.3

40

80

0 0

15

30（円） （％）

※2005年11月18日
付で、普通株式1株に
つき2株の割合で株式
分割を実施しました。

配当性向 1株当たり
配当金

株式分割後ベースに
換算した場合の配当金

2008.3

●所有数別分布状況

●所有者別分布状況

個人その他 38.17%
株式数19,568,089株（9,307名）

外国法人等 25.69%
株式数13,173,234株（242名）

金融機関 26.37%
株式数13,517,844株（65名）

金融商品取引業者 0.49%
株式数250,988株（27名）

その他の国内法人 9.28%
株式数4,758,153株（94名）

5,000株以上 1.51%
株式数776,376株（116名）

10,000株以上 11.19%
株式数5,733,878株（169名）

1,000株以上 3.45%
株式数1,766,475株（956名）

500,000株以上 58.61%

株式数30,050,442株（17名）

1,000株未満 3.15%
株式数1,618,339株（8,423名）

100,000株以上 22.09%
株式数11,322,798株（54名）

2009.9

※
17.9

20.0
26.8 31.9

48 50
36 36 （注）

50
（通期予想）

25
（中間）

※2005年11月18日付で、普通株式1株につき２株の割合で株式分割を実施しました。

株
価（
円
）

※株式分割 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

出
来
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万
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200

400

600

800
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株主メモ

1.株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることになっており
ます。 口座を開設されている証券会社等にお問合せください。 株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。　2.特別口座に記録
された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問
合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取り次ぎいたします。　3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

お知らせ

●

海外売上高比率が７割に迫るシスメックスの
海外の活動状況をお伝えする当コーナー。
今回は、年に二桁の市場成長が続き
いま最も勢いのある中国から
現地責任者がレポートします。

China
シスメックス 上海

SYSMEX SHANGHAI LTD.
董事長
　ひぐち　　 ゆたか

樋口　裕

（中国）

Report海外現地 レポート  

標高世界一*、チベットの病院で医療に貢献する
当社の血球分析装置！
中国南西部に位置し、平均標高4,000m以上、世界の
屋根とも呼ばれる高地にあるチベットに、初めて当社製品
が導入されました。これまで同国では、その標高ゆえに技
術的なハードルが高く、いかなる病院にも血球分析装置の
上位機種は導入されていませんでした。しかし、開発やサー
ビス部門をはじめ、全社を挙げてノウハウを集約し、課題を
克服しました。なにより現地従業員の“地域に関係なく、全
ての人に質の高い検査をお届けしたい”という熱意が、
今回の成功をもたらしたと確信しています。

国を挙げて医療環境整備が進む巨大市場で
加速する中国ビジネス
医療環境の整備が急速に進む中国では、検体検査市場で

年に二桁の成長が続いています。シスメックスは1995年、
中国にいち早く試薬生産工場を設立し、事業基盤の構築に
着手しました。現在では中国8カ所に販売拠点を設け、約
160社の一次代理店と連携しながら、広大な中国全土をカ
バーする販売・サービスネットワークを形成しています。地域
ごとに文化や言葉、検査収費*まで全く異なる中国において、
各地域の特性に応じたソリューションビジネスを展開するこ
とにより、シスメック
スの中国ビジネスは、
市場成長率をはるか
に上回る伸びで成長
を続けています。

● 上場証券取引所 東京証券取引所市場第1部
  大阪証券取引所市場第1部
● 証券コード 6869
● 単元株式数 100株
● 株式事務  
　 株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関 
 〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
 三菱UFJ信託銀行株式会社
 同連絡先（郵便物送付先・電話照会先） 
 〒541-0044 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
 三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
 電話  0120-094-777（通話料無料）

製品の引渡し式典にて。
チベット病院の院長先生と

● 事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
● 定時株主総会 6月
● 基準日
 定時株主総会 3月31日
 期末配当金 3月31日
 中間配当金 9月30日
 その他必要がある場合は、あらかじめ公告いたします。
● 公告方法
 当会社の公告方法は、電子公告とします。
 ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による
 公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して
 行います。
 電子公告掲載ホームページアドレス     /ir/
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*当社実績として

*検査収費：日本の保険点数に類似した制度。
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※ 2009年11月に上方修正しました。
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く ら し の
健康豆知識

感染力が非常に強い新型インフルエンザ
新型インフルエンザとは、過去数十年間に人が経験した

ことのない種類のインフルエンザです。ほとんどの人に免疫

がなく、感染力が非常に強いため、流行の拡大が心配され

ています。国や自治体が対策を講じていますが、感染の広

がりを最小限に抑えるには、「かから

ない、うつさない」ための一人ひとり

の適切な行動が重要です。

かからない、うつさないための生活習慣と心得
予防には、日頃のうがい、手洗いをこまめに行うことが

効果的です。普段のバランスのよい食事と十分な休養で、

体力や抵抗力を高めておきましょう。また、咳などの症状

がある場合は、周りの方へうつさないようマスクを着用し、

「咳エチケット」を徹底しましょう。

2009年春に最初の感染が確認され、世界中で流行が広がっている新型インフルエンザ。
発熱や体のだるさなど、初期症状では季節性インフルエンザと見分けがつきません。
日頃からの予防を心がけ、もし症状がみられたら、早めに適切な対処をしましょう。

こ ん な とこ ろ に シ ス メック ス

新型インフルエンザ

2009.12ー2010.3

2009年
12月3日
●第43期  中間配当関係書類、本誌 株主通信『Be Fine!』発送
12月4日
●配当金振込みの方：本日付でご指定の口座へ振り込まれます。
12月4日～2010年1月8日
●配当金領収証受け取りの方：ゆうちょ銀行および郵便局で
お受け取りになれます。
※1月12日以降はお近くの三菱UFJ信託銀行にてお受け取りください。

2010年
2月初旬
●2010年3月期 第3四半期決算発表
●第43期  第3四半期株主通信『Be Fine!』発送
3月15日～3月31日
●単元未満株式買い増し手続き停止期間
※証券保管振替機構をご利用の場合、証券会社によって期間が異なる
場合がございますので、お取引の証券会社にお問い合わせください。

3月26日
●シスメックス株式会社権利付株式最終売買日
※3月27日～3月31日に当社株をご購入されても、2010年3月末
における配当、議決権行使、株主総会参加の権利は得られません。

3月31日
●2010年3月期末

受診したその場でインフルエンザ感染を判定
―インフルエンザ迅速診断キット―

鼻やのどから採取した試料を使い、わずか約10分でインフル
エンザかどうかを判定できる 「インフルエンザ迅速診断キット」。
受診したその場での診断を可能にし、インフルエンザの早期治
療に貢献しています。インフルエンザの流行により診断キットの
需要が高まっている現在、シスメックスでは生産数を増やし、
皆様に迅速な検査を受けていただけるよう努めています。

インフルエンザ迅速診断キット
ポクテム インフルエンザA/B

ら

マスクはあごまで広げ、
顔にぴったりフィット
させるのがポイント

咳による飛沫感染や
接触感染で広がります

再生紙、大豆油インキを使用しています。神戸市中央区脇浜海岸通1-5-1 〒651-0073  Tel. 078-265-0500  Fax. 078-265-0524


